
社会インフラに係る自治体の体制構築
（命をつなぐ社会インフラの効率的な維持と災害復旧）

人材確保の取組

・災害時におけ
る災害査定に関
する市町への支
援体制の構築

大規模な災害の発生時に、市町単
独では災害査定の受験が困難であ
るという課題に対応するため、賀
茂地域をモデル地域に選定し、現
地調査の結果を踏まえた「ふじのく
に災害復旧支援隊」を発足させ、

災害査定に関する業務全般の支援
を行う仕組みを構築した。

研修の実施

・遠隔地におけ
るサテライト研
修の実施など

・県内市町の土木技術職員の技術力向上
を支援するため、研修体制を拡充した。

・研修会場までの出張が困難な遠隔地の
市町向けに、Ｓｋｙｐｅを活用したサテ
ライト研修を実施した。
⇒ 県主催研修への市町職員の受講者数

Ｈ27：517人 → Ｈ28：605人

県が被災市町と連携し
て早期復旧に資する支
援体制が構築された。

⇒ 住民の安全・安心
の確保

研修による市町職員の
技術力向上

⇒ 社会インフラの
維持・管理体制の
向上

【ふじのくに災害復旧支援隊】
【サテライト研修】


